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⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査） 

 

      

（九州⼤学記者クラブ、⽂部科学省記者会、科学記者会同時配布） 

 

令和 4 年 4 ⽉ 7 ⽇（⽊） 

国⽴⼤学法⼈九州⼤学 

エコチル調査九州⼤学サブユニットセンター 

センター⻑       ⼤賀正⼀ 

教授    諸隈誠⼀ 

 

エコチル調査福岡ユニットセンターと九州⼤学⼤学院医学研究院 保健学部⾨の諸隈誠⼀

教授、中原⼀成⼤学院⽣（⼤学院医学系学府博⼠課程・研究当時）らの研究チームは、エコ

チル調査の約 10 万⼈の情報を⽤いて、妊娠中のお⺟さんの睡眠時間や⾝体活動量といった

⽣活習慣が、⽣まれた⼦どもの 3 歳時点での⾃閉症診断と関連がある可能性を⽰しまし

た。なお、本研究で検討できていない他の要因を介して、関連が⽣じている可能性もあり、

今後さらなる詳細な調査が必要です。 

本研究の成果は、令和４年 4 ⽉ 5 ⽇付で、国際誌 Communications Medicine に発表さ

れました。 

※本研究の内容は、すべて著者の意⾒であり、環境省及び国⽴環境研究所の⾒解ではあり

ません。 

 

1. 発表のポイント 
 

・ 妊娠前や妊娠中のお⺟さんの⽣活習慣と、⽣まれてきた⼦どもの⾃閉症との関連を検討

した報告は今までありませんでした。 

・ 本研究では、妊娠中のお⺟さんの⾝体活動量と睡眠時間が、⼦どもの 3 歳時点での⾃閉

妊婦の生活習慣（睡眠時間や身体活動量）と 
出生児の３歳時の自閉症診断との関連 
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症診断と関連することを報告しました。 

・ 妊娠中のお⺟さんの⽣活習慣を整えることで、⽣まれてくる⼦どもの⾃閉症のリスクを

減少させることができるか、今後の検討が必要です。 
 

2. 研究の背景 

 

対⼈関係が苦⼿・強いこだわりを持つなどの特徴を持つ発達障害の⼀つである、⾃閉症は

⽇本でも増加していますが、その発症のメカニズムはまだ解明されていません。遺伝的な要

因や環境要因が⾃閉症と関連することは知られていますが、妊娠前や妊娠中のお⺟さんの⽣

活習慣が、⽣まれた⼦どもの⾃閉症と関連するかどうかを直接検討した報告は今までありま

せんでした。 

そこで、⼦どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）のデータを⽤

いて、妊娠前・妊娠中の⾝体活動量や睡眠時間などの⽣活習慣が、⽣まれた⼦どもが 3 歳

になった時点での⾃閉症の診断との関連を検討しました。 

エコチル調査は、胎児期から⼩児期にかけての化学物質ばく露が⼦どもの健康に与える影

響を明らかにするために、平成 22（2010）年度より全国で 10 万組の親⼦を対象として開

始した、⼤規模かつ⻑期にわたる出⽣コホート調査で、妊娠前・妊娠中のアンケート調査よ

りお⺟さんの⾝体活動量や睡眠に関する情報を、出産後 3 年のアンケート調査でお⼦さん

が⾃閉症と診断されたかどうかの情報を集めております。 

 

3. 研究内容と成果 

 

 エコチル調査参加者の中から、双⼦の妊娠や⽣まれつきの異常のあるお⼦さんなどを除

き、正期産（妊娠 37 週から妊娠 41 週）で出産された⽅の中で、出産後 3 年のアンケート

調査への回答があった 69,969 ⼈のお⺟さんと⼦どものデータを利⽤しました。 

 

⾝体活動量の検討では、アンケートに基づいて計算された⾝体活動量をもとに、対象者を 5

つのグループに分けて検討を⾏いました。 

睡眠時間の検討では、お⺟さんのアンケートで答えた睡眠時間をもとに対象者を以下の 6

つの群に分けて検討を⾏いました。 

「6 時間未満」、「6 時間以上 7 時間未満」、「7 時間以上 8 時間未満」、 

「8 時間以上 9 時間未満」、「9 時間以上 10 時間未満」、「10 時間以上」 
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上記のようなグループ分けを⾏い、妊娠前・妊娠中のそれぞれの⽣活習慣と⼦どもが 3 歳

時点で⾃閉症と診断されているリスク⽐を対数 2 項回帰モデルで計算しました。 

 

 妊娠中の⾝体活動量が最も多い群では、⼦どもが 3 歳になった時点で⾃閉症と診断され

ているリスクが 40%程度低下していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

また⺟体の睡眠時間の検討では、妊娠中の睡眠時間が 6 時間未満、9 時間以上 10 時間未

満、10 時間以上の 3 つのグループで、睡眠時間が７時間以上８時間未満のグループと⽐較

して⼦どもが 3 歳になった時点で⾃閉症と診断されているリスクが 1.5〜1.9 倍程度に増加

していました。 
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妊娠前の⾝体活動量や睡眠時間についても検討を⾏いましたが、⼦どもの⾃閉症の診断と

の間に関連を認めませんでした。 

 これらの結果から、妊娠中の⽣活習慣が⽣まれてくる⼦どもの将来的な⾃閉症の発症と関

連している可能性が⽰唆されました。 

 
4. 今後の展開 

本研究では妊娠中の⽣活習慣と 3 歳時点での⾃閉症のリスクとの間に関連を認めました

が、妊娠中の⽣活習慣が⼦どもの⾃閉症の発症に直接関わっているかどうかが明らかになっ

た訳ではありません。妊娠中に適切な睡眠や⾝体活動を⾏っている⽅は、⾃⾝や⼦どもの健

康への意識も⾼い可能性があります。⾷⽣活や出産後の⼦どもへの関わり⽅など本研究で検

討できていない他の要因を介して、睡眠時間や⾝体活動量と⼦どもの⾃閉症との間に関連が

⽣じているのかもしれません。 

そのため妊娠中に睡眠を適切にとることや⾝体活動量を増やすことで、本当に⼦どもの⾃

閉症のリスクを下げることができるかは、今後の研究を待たなければなりません。 
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6. 問い合わせ先 
【報道に関するお問合せ】 

国⽴⼤学法⼈九州⼤学 広報室 

電話番号︓092 -802-2130 E-mail︓koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 

 

【研究に関するお問い合わせ 】 

九州⼤学⼤学院医学研究院 

保健学部⾨ 教授 諸隈誠⼀ 

E-mail︓morokuma.seiichi.845@m.kyushu-u.ac.jp 

電話番号︓092-642-6708 


